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『度
曲
須
知
』
の
三
字
切
法
に
關
す
る
一
考
察浦

山
 

あ

ゆ

み

は

じ

め

に

長
い
間
、
漢
字
の
音
注
は
主
に
直
音
と
反
切
が
倂
用
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
反
切
は
、
音
注
を
施
す
側
に
は
相
應
の
理
解
と
工
夫
が 

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
讀
み
解
く
者
の
側
に
は
あ
る
一
定
の
知
識
が
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
反
切
理
解
を
助
け
る
た
め
、
 

等
韻
圖
を
付
し
た
韻
書
が
多
く
出
現
し
た
が
、
必
ず
し
も
問
題
解
決
に
至
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
少
し
で
も
た
や

(
1
)
 

す
く
求
め
る
音
を
理
解
で
き
る
よ
う
、
反
切
の
改
良
も
な
さ
れ
て
き
た
。
沈

寵

綏

が

著

し

た

『度
曲
須
知
』

に
見
え
る
新
た
な
形
の
反 

切
儿
三
字
切
法
も
反
切
改
良
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

『度
曲
須
知
』

に
は
字
音
分
析
に
お
い
て' 

ま
た
音
韻
用
語
の
變
遷
に
お
い
て
も
、
 

さ
ら
に
は
明
代
の
吳
方
言
や
戲
曲
理
論
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
見
て
も
大
變
重
要
な
書
物
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
三
字
切 

法
に
お
け
る
字
音
分
析
に
つ
い
て
檢
討
し
、

一
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
反
切
改
良
の
た
め
に
は
音
節
構
造
に
對
す
る
理 

解
が
不
可
缺
で
あ
り
、
漢
字
音
を
如
何
に
分
析
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
改
良
方
法
へ
影
響
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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ー
、

三

字

切

法

と

そ

の

評

價

『度
曲
須
知
』

の
作
者
沈
寵
綏
は
字
は
君
徵
、
號
は
適
軒
主
人
、
吳

江
(

松
陵)

の
人
で
あ
る
。
明
末
淸
初
の
人
で
あ
る
が
、
現
在 

の
と
こ
ろ
精
確
な
生
年
は
不
明
で
、

ほ
ぼ
萬
曆
の
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
卒
年
に
關
し
て
は
、

『弦
索
辨
訛
』(

同
じ
く 

沈
寵
綏
の
著
作)

に

對

し
て

子

息

・

沈

標(

字
は
廉
夫)

が

記

し

た

「
續
序
」

に
、

乙
酉
歲
、
手
著
中
原
正
韻
一
書
、
未
竣
、
會
避
兵
搶
攘
、
齎
憤
永
背
。

(
2
)

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
乙

酉

歲
す

な

わ

ち

順

治

二

年(
一
6
45

)

に
沒
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
沈

寵

綏

に

關

し

て

は

『
吳
江
縣
志
』

に
傳
が 

あ
る
も
の
の
、
事
跡
は
あ
ま
り
審
ら
か
で
は
な
い
。

そ
の
傳
の
末
尾
に
、

安
溪
李
光
地
見
其
書
盛
稱
之
、
謂
〃
不
但
有
功
於
詞
曲
、
且
可
爲
學
者
讀
書
識
字
之
助
〃
。

と
あ
る
よ
う
に
、

『音
韻
闡
微
』

編

者

の

一

人

李

光

地(
1
6
4
2
,
1
7
1
8
)

が
沈
寵
綏
の
著
作
を
高
く
褒
め
稱
、え
た
と
添
え
ら
れ
て
い
る
點 

は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
記
述
は
、

具

體

的

に

は

『榕
村
語
錄
』

に
記
さ
れ
た
次
の
こ
と
ば
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ 

る
。

毛
稚
黃
書
及
度
曲
須
知
、
亦
曉
得
支
微
齊
歌
麻
魚
虞
七
部
之
字
無
頭
、
它
部
之
字
皆
有
頭
。
卻
不
知
七
部
乃
聲
氣
之
元
、
別
字
都
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是
他
生
的
、
無
有
生
他
者
。
如

「
西
邀
烏
」
是

「
蕭
」
字
、

「
西
」
是
字
頭
、

「
邀

」
是
字
腹
、
「
烏
」
是
字
尾
。 

右

文

中

に

例

示

さ

れ

て

い

る

「
西
邀
烏
」

は
三
字
切
法
の
一
例
で
あ
る
。

李

光

地

よ

り

以

前

に

毛

先

舒(
1
6
2
?
1
6
88

)

が
、
す

で

に

『度
曲
須
知
』

に

收

め

る

「
字
母
堪
删
」

に
對
し
て
次
の
よ
う
に
高
く 

評
價
し
て
い
る
。

(
6
)
 

反
切
之
法
、
上
聲
下
韻
、
事
甚
簡
捷
、
理
亦
顯
明
。
或
字
母
之
學
參
之
反
滋
煩
紆
。
此
沈
君
徵
字
母
堪
删
一
論
爲
確
然
也
。 

こ

の

「字
母
堪
删
」

は
三
字
切
法
に
つ
い
て
最
も
具
體
的
に
說
明
し
た
箇
所
で
あ
り
、

つ
ま
り
毛
先
舒
が
賞
贊
し
て
い
る
の
も
三
字
切 

法
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は' 

こ
の
三
字
切
法
と
は
如
何
な
る
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
次
節
で
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

-
-
'

三

字

切

法

を

め

ぐ

っ

て

極
め
て
簡
潔
に
說
明
す
る
と
、

三
字
切
法
と
は
、

一
つ
の
漢
字
音
を
三
つ
に
分
け
て
音
注
を
つ
け
る
方
法
で
あ
る
。
通
常
の
反
切
は 

一
つ
の
漢
字
を
聲
母
と
韻
に
分
け
て
漢
字
二
文
字
で
表
す
が
、
三
字
切
法
は
文
字
通
り
三
文
字
で
構
成
す
る
反
切
の
一
種
と
い
え
よ
う
。
 

具
體
的
に
は
沈
氏
は
次
の
よ
う
に
說
明
し
て
い
る
。

篇
中
三
字
切
法
、
上
一
字
卽
字
頭
、
中
一
字
卽
字
腹
、

下
一
字
卽
字
尾
。
每
韻
摘
出
幾
字
、
以
備
觀
覽
。



337 『度曲須知』の三字切法に關する一考察

つ
ま
り
、
沈
氏
に
よ
る
と
、
漢

字

音

は

頭

・

腹

，
尾
の
三
つ
の
部
分
に
分
析
で
き
る
の
で
あ
り
、
各
々
を
漢
字
三
文
字
で
表
し
た
の
が 

三
字
切
法
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

で
は
、
字

頭

・

字

腹

・
字
尾
は
具
體
的
に
何
を
指
す
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、

こ
れ
に
關
し
て
は
先
行
論
文
に
二
通
り
の
解
釋
が
な 

(
8
)

さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、
簡
單
に
見
て
お
き
た
い
。

-

劉
復
氏
の
見
解

劉

1
9
3
0

は
未
完
の
講
演
錄
で
、
最
も
早
期
に
沈
氏
の
語
音
分
析
を
解
說
し
た
論
文
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

ま
ず
字
頭
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
以
下
の
二
つ
の
解
釋
を
想
定
し
て
論
じ
て
い
る
。

3
 

當
時
、
音
聲
記
號
が
無
か
っ
た
た
め
、

一
つ
の
漢
字
で
一
子
音
を
代
表
さ
せ
た
。

一
つ
の
漢
字
が
す
な
わ
ち
字
頭
そ
の
も
の
を
表
す
。

つ
ま
り
字
頭
は
最
初
の
子
音
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
に
續
く
わ
た
り
音 

を
も
含
む
。

(
9
)
 

も

し
3

の
解
釋
の
方
を
採
る
と
、
字

頭

は

初

め

の

〃

雜

音

〃
す

な
わ
ち

子

音(

聲
母)

と
い
う
こ
と
に
な
り
、

匕
の
方
を
採
る
な
ら 

ば
、
字
頭
と
は
一
つ
の
文
字
の
初
め
の
、
ま
だ
わ
ず
か
に
聞
こ
え
る
の
音
の
部
分
を
指
す
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
そ
し
て
劉
氏
自
身 

は
、
字
腹
に
對
す
る
解
釋
を
も
含
め
て
考
え
る
と
、
し
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

(

〇) 

で
は
、
そ
の
字
腹
の
方
は
と
い
え
ば
、
沈
氏
が
字
頭
を
〃
幾
微
之
端
〃
、
字
腹
を
〃
聲
調
明
爽"

と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
字 

頭
と
字
腹
の
區
別
は
〃
響
點
的
大
小"

す
な
わ
ち
音
聲
の
響
き
の
大
き
さ
に
あ
る
と
考
え
る
。
 

さ
ら

に

沈

氏
が

舉
げ

た
具
體
例(

〃
蕭
〃
の
字
頭
”西
〃:

操
〃
の
字
頭
〃
雌
〃
、
〃
腰
〃
の
字
頭
”臆"
)

の
分
析
を
試
み
る
。
も
し
、
假
に 

3

の
解
釋
の
如
く
各
々
の
字
頭
が
單
に
聲
母
の
み
を
表
す
と
す
れ
ば
、
字

腹

，
字
尾
は
以
下
の
如
く
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
音
を
示
す
こ
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と
に
な
る
。

〃
蕭"

の
字
頭
〃
西
”=
5

、
字

腹

・
字

尾

和

，1

莒

〃
操
〃
の
字
頭
〃
雌"

”

矿
、
字

腹

・
字

尾

レ.
莒

〃
腰"

の

字

頭

〃

噫

或

い

は

・
1

、
字

腹

，
字

尾=
5
1
！

或

い

は.

一

き

こ
れ
に
對
し
、
も
し
し
の
よ
う
に
、
字
頭
と
は
音
聲
の
響
き
が
小
さ
い
最
初
の
部
分
を
指
し
て
い
る
、

と
解
釋
す
れ
ば
、
各
々
の
字 

腹

，
字

尾

は

均

し

く

同

じ

音(

つ
ま
り.
密)

と
な
り
、
以
下
の
よ
う
に
す
っ
き
り
ま
と
ま
る
。

〃
蕭"

の
字
頭
〃
西"

"

已
、
字
腹
・
字
尾=

，胃

〃
操
〃
の
字
頭
〃
雌
”"

因

、
字

腹

・
字

尾"
,

き

〃
腰"

の
字
頭
〃
噫
”=
1

或
い
は
・1

、

字

腹
-

字

尾=
,
£
1
1
1

し
た
が
っ
て
字
頭
に
つ
い
て
は
ら
の
解
釋
の
方
が
妥
當
で
あ
る
と
し
、
結
果
、
字

腹

，
字
尾
は
字
頭
を
除
い
た
部
分
と
考
え
た
方
が
よ 

い
、
と
し
て
い
る
。

字
尾
は
一
字
音
の
中
の
最
後
の
音
を
表
す
が
、
實
質
的
に
は
文
字
の
最
後
の
〃
餘
音"

に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
劉
氏
の
解
說
で
は
、
 

韻
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
者
が
〃
餘
音
〃
を
な
お
ざ
り
に
す
る
の
を
恐
れ
て
、
沈
氏
が
特
別
に
注
意
を
拂
っ
た
の
だ
、
と
い
う
。
 

ご
く
簡
潔
に
ま
と
め
れ
ば
、
沈

氏

の

字

頭

・

字

腹

・
字
尾
は
音
節
構
造
に
基
づ
く
分
け
方
と
す
る
よ
り
、
音
の
響
き
に
よ
る
分
類
で
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あ
る
と
考
え
る
方
が
妥
當
、
 

と

す

る

の

が

劉1
9
3

〇
の
趣
旨
で
あ
る
。

-

董
忠
司
氏
の
見
解

董
氏
は
、
劉

1
9
3

〇
の
說
を
否
定
こ
そ
し
な
い
が
、
 

そ
れ
と
は
ま
た
別
の
解
釋
も
考
え
う
る
、
と
新
た
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。
 

董

1
9
9
1

で

は

字

頭

，
字

腹

，
字
尾
の
み
な
ら
ず
、
他
の
音
律
用
語
で
あ
る
〃
字
面"

〃
字
端"

〃
出
字"

〃
收
音"

な
ど
を
も
採
り 

上
げ
て
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
が
、
董
氏
自
身
が
最
も
着
目
し
て
い
る
沈
氏
の
音
律
論
は
、
や

は

り

字

頭

，
字

腹

，
字
尾
の
三
つ

(

11)

に
分
け
た
點
で
あ
る
と
い
う
。
反
切
と
の
關
連
か
ら
分
析
し
て
、
舊
來
の
反
切
上
字
が
字
頭
に
相
當
し
、
反

切

下

字

は

字

腹

，
字
尾
に 

當
た
る
と
解
釋
し
て
い
る
。

さ
ら
に
董
氏
は
三
字
切
法
の
具
體
例
七
例
を
分
析
し
た
う
え
で
、
字

頭

・

字

腹-

字

尾

は

決

し

て

「
聲 

母

，
介

音

と

主

母

音

・
韻
尾
」

に
對
應
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
字
頭
に
は
聲
母
の
ほ
か
介
音
も
し
く
は1  
(

或
い
は
主
母
音?
)

も 

含
ま
れ
、
字
腹
は
主
母
音
と
韻
尾
を
表
し
、
字
尾
の
み
が
韻
の
最
後
の
單
音
音
素
を
表
す
、
と
す
る
。

そ
し
て
、"

收
音"

と
は
す
な

(

12)

わ
ち
字
尾"

韻
尾
で
あ
る
と
判
斷
し
、

『中
原
音
韻
』

か
ら
推
定
し
た
再
構
音
を
示
す
。
董

氏

の

解

釋

す

る

”
收
音"

を
ま
と
め
る
と
、

(

13)

以
下
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

〈
收
音
〉

收
鼻
音
——
東

鐘

・
江

陽

・
庚

靑:

〇

(

14)

收

舐

腭
(

舌)

音
——

眞

文

・
寒

山

・

桓

歡

，
先

天:

，

I
I

收
閉
口
音
—

侵

尋

，
監

咸

，
廉

纖:
.

0
1

收
噫
音
——

齊

微

，
皆

來:
,

一
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收
嗚
音
——
蕭

豪

・
歌

戈

・
尤

侯

・
模
(

魚
模
之
半)

：

，
1
1

收
于
音
——
魚
(

魚
模
之
半)

:

ノ

〈
不
收
音
〉

開
尾
韻
——
支

思:

ム
(

收
衣
詩
切
之
音)

，
家

麻:

，；

1

(

收
哀
巴
切
之
音)

・
車

遮:

石
(

收
哀
奢
切
之
音) 

し
か
し
、
同
論
文
中
の
別
に
解
說
で
は
、
陽
聲
韻
の
字
尾
は
最
後
の
單
音
音
素
を
、
陰
聲
韻
の
字
尾
は
〃
元
音
後
之
收
勢"
(

母
音
の
後 

の
餘
韻)

と
し
、
必
ず
し
も
一
律
に
〃
收
音"
"

字
尾
儿
韻
尾
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
な
い
こ
と
が
解
る
。

ま
た
、
董
氏
は
、
劉
氏
の
〃
響
點
的
大
小
〃
に
言
及
し
、
劉

氏

說

の

根

據

と

な

る

『度
曲
須
知
』

中

の

”
幾
微
之
端"

が
字
音
の
最 

初
の
部
分
を
指
し
て
い
る
と
解
釋
す
れ
ば
、
必

ず

し

も
"

響
點
的
大
小
〃
と
推
論
す
る
に
は
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
異
議
を
唱 

え
て
い
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
沈

氏

が

〃

頭

・
腹

・
尾"

と
い
う
命
名
を
し
て
い
る
こ
と
を
擧
げ
、

“響
點
的
大
小"

と
す
る
よ
り 

は
、
文
字
の
音
の
始
め
と
終
わ
り
に
着
眼
し
て
音
節
を
理
解
し
て
い
る
と
解
釋
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

三

、

字

頭

・
字

腹

・
字

尾

に

つ

い

て

さ
て
、
本
稿
で

具
體
的
に
字
頭
・
字
腹
・
字
尾
の
內
容
を
檢
討
す
る
に
當
た
り
、
三
字
切
法
と
關
連
し
て
沈
氏
が
非
常
に
力
を
入
れ 

て

解

說

し

て

い

る"

收
音"

に
つ
い
て
觸
れ
て
お
き
た
い
。

沈

寵

綏

は

『度
曲
須
知
』

所

收

「
收
音
總
訣
」

「
收
音
字
譜
」

「
收
音
問
答
」

ほ
か
、

い
く
つ
か

の

項
を

設
け
て"

收
音"

に
つ
い
て 

特
に
念
入
り
に
解
說
し
て
お
り
、
ま

た

「
中
秋
品
曲
」

「
鼻
音
抉
隱
」

に
お
い
て
も
さ
ら
に
採
り
上
げ
て
說
明
し
て
い
る
。

し
た
が
っ 

て
、
沈
氏
に
と
っ
て
、"

收
音
〃
は
こ
と
さ
ら
強
調
す
べ
き
重
要
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
に
疑
い
を
入
れ
な
い
。
そ
の
〃
收
音"

に
は
、
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「
收
音
總
訣
」

お

よ

び

「
收
音
譜
式
」

か
ら
判
斷
し
て
、
九
類
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
收

鼻

音
,

收

閉

口

音

・
收
舐
腭 

(

舌)

音

・

收

噫

音

・

收

嗚

音

・
收

于

音

・

收

衣

詩

切(

或
い
は
醫
詩
切)

之

音

・

收

哀

巴

切

之

音

・
收

哀

奢

切
(

或
い
は
遏
叶
〇
聲) 

之
音
の
九
種
で
あ
る
。

こ
の
點
に
關
し
て
は
、
董
氏
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
果
た
し
て
董
氏
の
よ
う
に
〃
收
音
〃
口
字
尾"

韻
尾 

と
し
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
以
下
で
見
て
い
き
た
い
。

『度
曲
須
知
』

上

卷

「
字
母
堪
删
」

に
、

予

嘗

考

字

於

頭

，
腹

・
尾
音
、
乃
恍
然
知
與
切
字
之
理
相
通
也
。
蓋
切
法
卽
唱
法
也
。
曷
言
之
。
切
者
以
兩
字
貼
切
一
字
之
音
。 

而
此
兩
字
中
、
上
邊
一
字
卽
可
以
字
頭
為
之
。
下

邊
一
字
卽
可
以
字
腹
・
字
尾
為
之
。
如
東
字
之
頭
爲
多
音
。
腹
爲
翁
音
。
而
多 

翁
兩
字
非
東
字
之
切
乎
。
蕭
字
之
頭
爲
西
音
。
腹
爲
塵
音
。
而
西
鑒
兩
字
非
蕭
字
之
切
乎
。
翁
本
收
鼻
。
鑒
本
收
嗚
。
則
舉
一
腹 

音
、
尾
音
自
寓
、
然
恐
淺
人
猶
有
未
察
、
不

若

以

頭

・
腹

・
尾
三
音
共
切
一
字
、
更
爲
圓
穩
找
捷
。

と
あ
る
。
字

頭

・
字
腹
・
字
尾
を
通
常
の
反
切
上
下
字
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
、
上
字
の
部
分
が
字
頭
を
表
し
、

下
字
が
字 

腹
・
字
尾
を
表
す
。

つ
ま
り
、

下
字
を
發
音
す
れ
ば
、
自
ず
と
尾
音
も
つ
い
て
く
る
も
の
だ
が
、

し
か
し
、
よ
く
解
し
な
い
者
が
い
る 

の
を
恐
れ
て
、
字

頭

・
字

腹

・
字
尾
の
三
音
で
表
す
の
が
よ
い
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
を
見
る
限
り
で
は
〃
收
音
〃(

收

鼻

・
收 

嗚)
"

韻
尾
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
別
の
箇
所
で
、

至

於

支

思

・
齊

微

・
魚

模

・
歌

戈

・
家

麻

・
車
遮
數
韻
、
則
首
尾
總
是
一
音
、
更
無
腹
音
轉
換
、
是
又
極
徑
極
捷
、
勿
慮
不
收
者 

(

16)也
。
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と
い
う
。
支

思

，
齊

微

・

魚

模

・

歌

戈

；
豕
麻
・
車
遮
な
ど
の
韻
に
關
し
て
は
、

〃
不
收"

を
氣
に
し
な
く
て
良
い
の
で
あ
り
、
ま
た
、
 

客
又
日
、
今
人
旣
犯
認
腹
爲
尾
之
病
、
則
將
去
其
腹
音
、
亦
齊
微
等
韻
早
收
尾
音
、
不
亦
可
乎
。

日
、
不
可
。
聲
調
明
爽
、
全
係 

腹
音
、
且
如
蕭
豪
二
字
、
何
等
高
華
、
若
不
用
字
腹
、
出
口
便
收
嗚
音
、
則
幽
晦
不
揚
、
而
字
缺
圓
整
。
故
尾
音
收
早
、
亦
是
病

(

17)

痛
、
而
閉
口
韻
尤
忌
犯
之
、
是
字
腹
誠
不
可
廢
也
。

と
い
う
箇
所
か
ら
も
、
齊
微
な
ど
の
首
尾
一
音
の
韻
は
、
腹
音
を
取
り
去
っ
て
〃
早
收
尾
音"

と
な
り
が
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解 

る
。

こ
こ
か
ら
、

こ

れ
ら
の
陰
聲
韻
に
も
字
尾
が
あ
る(

す
な
わ
ち
字
尾
の
無
い
韻
は
無
い)

、
と
沈
氏
が
考
え
て
い
る
ら
し
い
こ
と
で
あ 

り
、
必
ず
し
も
韻
尾=

字

尾
と
捉
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
沈
氏
に
と
っ
て
韻
尾
ゼ
ロ
と
い
う
槪 

念
は
恐
ら
く
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
單
母
音
の
韻
に
お
い
て
は
、
字
尾
が
音
節
構
造
の
韻
尾
部
分 

を
指
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
字
尾
を
ど
う
解
釋
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
れ
に
は
當
時
の
吳
語
が
關
係
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
沈
寵 

綏

が

隨

所

に

お

い

て"

收
音"

や
字
尾
あ
る
い
は
尾
音
に
對
し
て
、
注
意
を
要
す
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ 

た
が'

『度
曲
須
知
』

を
見
て
み
る
と'

(
8
)

緣
夫
吳
俗
承
訛
旣
久
、
庚
靑
皆
犯
眞
文
、
鼻
音
誤
收
舐
腭
、
故
譜
旁
乃
有
記
認
。

(
9
)
 

夫
詞
腆
諸
集
、
獨
於
庚
靑
字
眼
、
旁
記
鼻
音
者
、
緣
吳
俗
庚
靑
皆
犯
眞
文
、
鼻
音
並
收
舐
腭
。
 

卽
如
閉
口
字
面
、
設
非
記
認
譜
旁
、
則
廉
纖
必
犯
先
天
、
監
咸
必
犯
寒
山
、
尋
侵
必
犯
眞
文
、
訛
謬
糾
牽
、
將
無
底
止
、
夫
安
得
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(

20) 

不
記
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
解
る
よ
う
に
、
す
で
に
當
時
の
吳
語
に
お
い
て
、

〇
の
庚
靑
韻
が
ら
の
眞
文
韻
に
合
流
し
、
ま

た

自

韻

が

占

韻
 

(

21) 

(

22)

に
合
流
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
が
な
い
と
考
え
ら
れ
、
沈
氏
が
〃
收
音"

に
關
し
て
注
意
を
喚
起
す
べ
く 

”
譜
旁
〃
を
記
す
の 

は
、

そ
う
し
た
吳
語
の
狀
況
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
吳
語
を
話
す
者
の
な
か
で
、

こ
れ
ら
の
陽
聲
韻
韻
尾
の
相
違
を 

解
さ
な
い
唱
い
手
が
お
り
、
そ
う
し
た
者
に
も
き
ち
ん
と
發
音
で
き
る
よ
う
に
、
沈

氏

が

配

慮

し

て

『度
曲
須
知
』
を
著
し
て
い
る
こ 

と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
、

予
嘗
刻
算
磨
腔
時
候
、
尾
音
十
居
五
六
、
腹
音
十
有
二
三
、
若
字
頭
之
音
則
十
且
不
能
及
〇

と
あ
る
の
も
、
戲
曲
に
お
い
て
唱
い
手
が
發
音
す
る
際
の
、
字

頭

，
字

腹

，
字
尾
そ
れ
ぞ
れ
が
占
め
る
長
さ
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
ろ 

う

。
沈
氏
が
〃
收
音"

の
重
要
性
を
強
調
す
る
の
は
、
唱
い
手
に
と
っ
て
字
尾
が
最
も
長
く
發
音
さ
れ
る
箇
所
で
あ
り
、

か
つ
吳
語
を 

日
常
語
と
す
る
者
の
間
で
は
過
ち
を
犯
し
や
す
い
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

余
日
、
凡
敷
演
一
字
、
各

有

字

頭

・
字

腹

・
字
尾
之
音
。
頭

・
尾
姑
未
釐
指
、
而
字
腹
則
出
字
後
、
勢
難
遽
收
尾
音
、
中
間
另
有 

一
音
、
爲
之
過
氣
接
脈
。

…
(

中
略)

…
由
腹
轉
尾
、
方
有
歸
束
、
今
人
誤
認
腹
音
爲
尾
音
、
唱
到
其
間
、
皆
無
了
結
、
以
故
東

(
4
)
 

字
有
翁
音
之
腹
、
無
鼻
音
之
尾
、
則
似
乎
多
。
先
字
有
煙
音
之
腹
、
無
舐
腭
音
之
尾
、
則
似
乎
些
。
種
種
訛
舛
、
鮮
可
救
藥
。



344

に
見
ら
れ
る
記
述
も
、
上
の
吳
語
に
お
け
る
合
流
を
指
し
て
言
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ

こ

か

ら

も(

吳
語
で
あ
る
と
は
明
記
さ 

れ
て
い
な
い
も
の
の)

や

は

り

，

I
I

(

”鼻
音
之
尾"
)

や
&
 
(

〃
腭
音
之
音"
)

の
發
音
が
き
ち
ん
と
な
さ
れ
て
い
な
い
樣
相
が
看
取
さ
れ 

る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
判
斷
す
る
に
、
字
尾
と
は
、
本
來
あ
る
べ
き
韻
尾
が
發
音
さ
れ
な
い
、
或
い
は
誤
っ
て
發
音
さ
れ
る
の
を
懸 

念
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
付
け
加
え
た
も
の
と
も
解
釋
さ
れ
る
。
逆
に
、

こ
れ
ら
は
吳
語
を
操
ら
な
い
人
に
と
っ
て
は
無
く
て
も
差
し
っ
か 

え
な
い
の
で
あ
っ
て' 

必
ず
し
も
ー
槪
に
韻
尾
を
さ
す
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
で
、

(

25)

至
若
家
麻
諸
韻
之
本
無
字
腹
者
、
只
須
首
尾
兩
音
爲
切
。

(

26)

と
も
あ
り
、
字
腹
は
必
ず
し
も
常
に
主
母
音
を
指
す
と
い
う
わ
け
で
な
い
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
も
し
字
尾
を
主
母
音
の
餘
韻 

で
あ
る
と
解
釋
す
る
な
ら
、

こ
の
よ
う
な
陰
聲
韻
の
場
合
に
お
い
て
、

〃
首
〃(

字
頭
を
含
む)

が
主
母
音
を
も
含
み
う
る
と
考
ね
ば
な 

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
上
文
に
續
け
て
、

然
又
有
首
尾
無
異
音
者
、
但
可
以
本
字
入
聲
當
字
首
、
如
齊
字
之
頭
、
止
有
疾
音
、
疾
卽
齊
之
入
聲
也
。

…
(

中
略)

…
惟
是
腹 

(

27)

尾
之
音
、

一
韻
之
所
同
也
。
而
字
頭
之
音
、
則
逐
字
之
所
換
也
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
字
頭
に
は
入
聲
字
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
聲
母
の
み
を
表
そ
う
と
し
た
と
理
解
し
た
方
が
妥
當
か
も
し
れ
な 

い
。
そ
う
す
る
と
、
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
に
關
し
て
は

/ヽ

尾
音"

と
は
主
母
音
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

字
頭
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
た
い
。
字

頭

・
字

腹

・
字
尾
が
比
較
的
明
確
に
示
さ
れ
る
三
字
切
法
を
採
り
上
げ
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て
み
よ
う
。
「
字
母
堪
删
」

に
示
さ
れ
た
三
字
切
法
は
以
下
で
あ
る
。

〈
皆
來
〉
收
隱
音 

〈
蕭
亠
蒙
〉
收
嗚
音

皆
:

幾
哀
噫
切 

蕭
:

西
鑒
嗚
切

〈尤
侯
〉
收

嗚

音

尤:

奚
侯
嗚
切

猜
:

雌
哀
噫
切 

刁:

低.
壁
嗚
切 

劉
:

離
侯
嗚
切

篩
:

師
哀
噫
切 

囂
:

希
鑒
嗚
切 

眸
:

迷
侯
嗚
切

挨
:

衣
哀
噫
切 

梢
:

尸
鑒
嗚
切 

囚:

齊
侯
嗚
切

衰
:

舒
哀
噫
切 

嬌
:

幾
塵
嗚
切 

求
:

其
侯
嗚
切

こ
れ
を
見
る
限
り
で
は
、
字
頭
は
決
し
て
聲
母
の
み
を
表
し
て
い
る
の
で
な
く
、
介
音
を
も
含
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
、

『度
曲
須
知
』

に
見
ら
れ
る
音
注
に
は
、

『中
原
音
韻
』

の
反
切
と
、

『洪
武
正
韻
』

の
反
切
が
少
な
か
ら
ず
引
用
さ
れ
る
。
周 

知
の
如
く
、
周

德

淸

の

『中
原
音
韻
』

に
は
反
切
注
記
は
な
い
。

こ
の
矛
盾
に
關
し
て
は
、
旣

に

鈴

木1
9
8

一

に

よ

り

『度
曲
須
知
』 

引

用

の

『中
原
音
韻
』

反
切
と
は
、
實

は

葉

以

震

『重
訂
中
原
音
韻
』(

以
下
、
葉
本
と
略
稱
す
る)

の
反
切
と
合
致
す
る
こ
と
が
多
い 

と

指

摘

さ

れ

て

い

る

。

こ
の
よ
う
に
、

『度
曲
須
知
』

所
收
の
音
注
に
は
そ
れ
以
前
の
韻
書
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
音
注
が
少
な
か
ら
ず 

混
在
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
三
字
切
法
に
つ
い
て

の
說
明
が
な
さ
れ
る
「
字
母
堪
删
」

に
收
め
ら
れ
る
反
切
は
、
葉
本
と
合
致
せ
ず
、
 

ま

た

『洪
武
正
韻
』

の
反
切
と
も
一
致
し
な
い
。
お
そ
ら
く
沈
寵
綏
が
獨
自
の
反
切
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
沈
氏
自
身
の
音
律
論
が 

反
映
さ
れ
た
反
切
と
思
わ
れ
る
。
以
下
揭
げ
る
。

眞 江 東

知 
恩 
切

幾 
骯 
切

多 
翁 
切

昏 桑 鐘

呼 
恩 
切

思 
骯 
切

之

切

因 章 通

衣 
恩 
切

知 
骯 
切

拖 
翁 
切

嗔 商 松

癡 
恩 
切

尸 
骯 
切

欣 光 空

希 
恩 
切

枯 
骯 
切

枯
翁
切
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離 
鹽 
切

飢 
庵 
切

妻 
恩 
切

迷 
恒 
切

西 
烟 
切

華 
寒 
切

師 
安 
切

鈴 三 鉞 妥2 煎 瞞 姦

知 
恩 
切

離 
恒 
切

〇
烟
切

磨 
寒 
切

幾 
安 
切

蟾 杉 深 情 堅 盤 彎

池 
鹽 
切

師 
處 

切

施 
恩 
切

齊 
恒 
切

幾 
烟 
切

蒲 
寒 
切

烏
安 
切

髯 簪 欽 成 媚 攢 慳

時 
鹽 
切

欺 
恩 
切

池 
恒 
切

居 
烟 
切

慈
寒
切

欺 
安 
切

餐

雌

安

切
 

丸

吳

寒

切
 

喧

虛

烟

切
 

曾

慈

恒

切
 

金

飢

恩

切
 

援

癡

庵

切
 

甜

提

鹽

切

沈
氏
が
舉
げ
た
の
は
全
て
陽
聲
韻
の
韻
目
と
そ
の
代
表
字
で
あ
り
、

三
字
切
法
で
は
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
韻
目
の
下
に
〃
收
音" 

類
別
が
記
さ
れ
て
お
り
、

こ

れ
ら

の
韻
は

〃
舉-

腹
音
、
尾
音
自
寓"

で
あ
る
こ
と
か
ら
、

三
字
で
は
表
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う. 

以

上
を

見
る
限
り
で

も
や
は

り
字
頭(

こ
こ
で
は
反
切
上
字)

が
單
に
聲
母
の
み
を
さ
す
と
は
解
し
が
た
い
の
で
あ
る
。

結 

び

(

28) 

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
解
釋
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

-

陰

聲

韻
(

單
母
音)

の
場
合

字

頭

口

聲

母(

或
い
は
主
母
音
も
含
む)

字

腹=

ゼ
ロ 

字

尾=
主

母

音
(

或
い
は
主
母
音
の
餘
音)

：
，：
5
 
:

:

 

,
1 1

:
^

-

陰

聲

韻
(

複
母
音)

の
場
合

字

頭"

聲

母

な

ら

び

に

介

音

字

腹=

主

母

音

字

尾
"

母

音

尾
(

或
い
は
主
母
音
の
餘
音)
:

丄;
1
1
(

ふ
;

？,

の



34? 『度曲須知』の三字切法に關する一考察

-

陽
聲
韻
の
場
合

字

頭"

聲

母

な

ら

び

に

介

音

字

腹"

主

母

音

と

韻

尾

字

尾
"

韻

尾:

ら

一

・
&

陽
聲
韻
の
場
合
は
韻
尾
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
吳
語
に
お
い
て
合
流
が
起
こ
っ
て
い
る
た
め
、
特
別
に
注
意
し
て
發
音 

す
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
な
さ
れ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

三
字
切
法
は
お
そ
ら
く
當
時
に
お
い
て
も
、
め
ず
ら
し
い
音
注
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、
以
後
こ
の
三
字 

切
法
が
廣
く
用
い
ら
れ
た
形
跡
も
な
い
こ
と
か
ら
も
、
普
及
し
に
く
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
廣
く
浸
透
し
な
か
っ
た
理
由
は
い
く
つ
か 

想
定
さ
れ
る
が
、

一
つ
に
は
音
注
の
漢
字
が
三
字
に
增
え
れ
ば
、
當
然
そ
の
理
解
が
難
し
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
つ
め
に
は
、
沈 

寵
綏
自
身
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

こ
の
三
字
切
法
は
唱
曲
の
助
け
の
爲
に
考
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ' 

韻
書
等
の
音
注
と
は
異
な
る
性 

質
を
有
し
て
い
た
點
も
關
係
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
字

頭

，
字

腹

，
字
尾
な
ど
の
用
語
と
そ
の
範
疇
が
解
り
づ
ら
く
、
受
け
入
れ 

ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
以
後
汎
用
さ
れ
る
こ
と
の
無
か
っ
た
三
字
切
法
で
は
あ
る
が' 

現
代
の
我
々
の
眼
か
ら
見
て
も
そ
の
音
聲
觀
察
に 

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、

一
部
の
文
人
に
絕
贊
さ
れ
た
こ
と
も
ま
た
、
確
か
で
あ
る
。

こ
の
三
字
切
法
が
、
滿
洲
語
對
音
に
お
け 

る
三
合
切
音
と
如
何
な
る
關
連
が
あ
る
の
か
、
今
後
の
課
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

註
(1) 

本
稿
で

は

『四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
所

收

の

『度
曲
須
知
』

『弦
索
辨
訛
』
を
底
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
缺
落
部
分
及
び 

印
字
不
鮮
明
箇
所
は
大
谷
大
學
所
藏
『度
曲
須
知
』(

線
裝
本
。
刊
行
年
は
不
明)

に
て
補
う
。

(2) 

な
お
こ
の
「績
序
」
は
中
國
古
典
戲
曲
論
著
集
成
本
で
は
『度
曲
須
知
』
の
末
尾
に
付
さ
れ
る
。
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(3) 

中
國
方
志
叢
書
所
收
『吳
江
縣
志
』(

す
な
わ
ち
『乾
隆
吳
江
縣
志
』
影
印
本)

卷
三
十
三
參
照
。

(4) 

同
右
、
四
十
五
葉
裏
。

(
5
)
 

理
學
叢
書
本
『榕
村
語
錄
』(

中
華
書
局1

9
9
5

年)

卷
三
十
詩
文
二
參
照
。

(
6
)
 

『韻
學
通
指
』
三
十
四
葉
裏
參
照
。

(
7
)
 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「字
母
堪
删
」
〇

(
8
)
 

劉1
9
3
?

董1
9
9
1

の
他
に
、
關
連
が
あ
り
そ
う
な
論
文
と
し
て
、
都

兴

宙

「沈
宠
绥
音
韵
学
简
论
」(

青
海
师
范
大
学
学
报1

9
9
4

年
〇4

期)
-
 

俞

为

民

「沈
宠
绥
的
戏
曲
声
律
论I

江
苏
古
代
戏
曲
家
研
究
之
五
」(

艺
术
百
家2

0

〇
〇
年
〇2

期)

が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
殘
念
な
が
ら
未
入
手
。

(
9
)
 

「如
後
說
、
所
謂
何
字
頭
、
應
是
一
個
字
開
首
時
的
雜
音(

舊
譯
作
〃
子
音
〃
、
或
〃
輔
音
〃
、
今
據
音
理
改
譯
爲
〃
雜
音
〃;

其
舊
譯
作 

〃
母
音
〃
或
〃
元
音
”
者
、
今
改
譯
爲
〃
純
音
〃;

半
純
音
如
下
〃
尤
〃
さ
中
的
確
〃
オ
、
以
雜
音
論)

」

(

10) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「收
音
問
答
」
に
記
さ
れ
た
「客
又
日
、
今
人
旣
犯
認
腹
爲
尾
之
病
、
則
將
去
其
腹
音
、
亦
齊
微
等
韻
早
收
尾
音
、
不 

亦
可
乎
。
日
、
不
可
。
聲
調
明
爽
、
全
係
腹
音
、
且
如
蕭
豪
一 

一
字
、
何
等
高
華
、
若
不
用
字
腹
、
出
口
便
收
嗚
音
、
則
幽
晦
不
揚
、
而
字
缺
圓 

整
。
故
尾
音
收
早
、
亦
是
病
痛
、
而
閉
口
韻
尤
忌
犯
之
、
是
字
腹
誠
不
可
廢
也
。
客
日
、
字
腹
字
尾
、
拈
說
旣
明
、
所
云
字
頭
之
音
、
亦
有
說 

歟
。
日
、
凡
字#
"

始
出
、
各
有
贵
微
之
端
、
似
有
如
無
、
俄
呈
忽
隱
、
於
蕭
字
則
似
西
音
、
於
江
字
則
似
幾
音
、
於
尤
字
則
似
奚
音
、
此
一
點 

鋒
鉅
、
乃
字
頭
也
。
…
(

以
下
略)

」
に
よ
る
。

(

11) 

董1
9
9
1
2
8
8
0

(

12) 

董
論
文
巳9

1

「但
可
以
說
沈
氏
的
〃
字
尾
〃
就
是
〃
韻
尾
〃
」
。

(

13) 

董
論
文
ヨ 9
7

 —

 9
2
0
8

。

(

14) 

「收
音
總
訣
」
で
は
〃
舐
舌
〃
、
「收
音
譜
式
」
他
で
は
〃
舐
腭
〃
と
記
す
が
、
ど
ち
ら
も
同
じ
く
先
天
韻
と
眞
文
韻
の
〃
收
音
”
を
示
し
て 

い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
と
見
な
す
。

(

15) 

〇
に
は
平
・
上

・
去
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
入
る
と
い
う
意
味
。

(

16) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「收
音
問
答
」
。

(

17) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「收
音
問
答
」
。
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(

18) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「鼻
音
抉
隱
」
。

(

19) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「收
音
問
答
」
。 

-

(

20) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「鼻
音
抉
隱
」
。

(

21) 

王

簇

德

『曲
律
』
二

卷

「論
閉
口
字
」
に

も

「蓋
吳
人
無
閉
口
字
、
每
以
侵
爲
親
、
以
監
爲
奸
、
以
廉
爲
連
、
至
十
九
韻
中
遂
缺
其
三
。
」 

と
あ
る
。

(

22) 

〃
譜
旁
〃
と
は
、
文
字
の
傍
ら
に
注
記
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
鼻

音

・
閉
口
な
ど
の
類
別
を
瞭
然
と
示
す
。

(

23) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「字
頭
辨
解
」
。

(

24) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「收
音
問
答
」
。

(

25) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「字
母
堪
删
」
。

(

26) 

拙
稿2

〇
〇
〇
に
お
い
て
「沈
寵
綏
は
漢
字
音
が
「字
頭
・
字
腹
・
字
尾
之
音
」
す
な
わ
ち
聲
母
・
主
母
音
・
韻
尾
の
三
つ
よ
り
構
成
さ
れ
て 

い
る
こ
と
を
明
確
に
認
識
し
て
お
り
、
…
(

以
下
略)

」
と
記
し
た
が
、
今
回
仔
細
に
檢
討
し
た
結
果
、
少
な
く
と
も
常
に
字
腹"

主
母
音
と 

し
て
成
り
立
ち
う
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。
こ
こ
に
改
め
る
。

(

27) 

『度
曲
須
知
』
上

卷

「字
母
堪
删
」
。

(

28) 

音
聲
表
記
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
最
適
の
表
記
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
が
、
比
較
の
便
を
考
え
、
董1

9
9

一
と
同
じ
表
記
を
用
い
る
。

〈參
考
文
獻
〉

・
中
文

・
劉

復

「明
沈
寵
綏
在
語
音
學
上
的
貢
獻
」(

『國
學
季
刊
』
第2

卷
第3

號 
1
9
3
0

年)

・
陳
多
、
葉
長
海
注
釋
『王
骥
德
曲
律
』(

湖
南
人
民
出
版
社1

9
8
3

年)

・
林

慶

勳

『音
韻
闡
微
硏
究
』(

臺
灣
學
生
書
局 

1
9
8
8

年)

-

董

忠

司

「明
代
沈
寵
綏
語
音
分
析
觀
的
幾
項
考
察
」(

『孔
孟
學
報
』
第
六
十
一
期 

1
9
9
1

年)

，
錢

乃

榮

『當
代
吳
語
硏
究
』(

上
海
敎
育
出
版
社1

9
9
2

年)
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・
李
榮
主
編
『蘇
州
方
言
詞
典
』(

江
蘇
敎
育
出
版
社 

1
9
9
3

年)

・
汪

平

『蘇
州
方
言
語
音
硏
究
』(

華
中
理
工
大
學
出
版
社 

1
9
9
6

年)

・
日
文

・
佐
々
木
猛
「明

・
王

文

璧

『中
州
音
韻
』

の
性
格
」(

『均
社
論
叢
』
く
〇
厂5
 

1
9
7
7

年)

・
鈴
木
勝
則
「
明
末
淸
初
の
論
曲
書
に
お
け
る
『中
州
音
韻
』
及

び

『(

重
訂)

中
原
音
韻
』
音
注
の
利
用
」(

『中
國
語
學
』
228
號 

1
9

00
一
年) 

・
古
屋
昭
弘
「
『度
曲
須
知
』
に
見
る
明
末
の
吳
方
言
」(

『人
文
學
報
』N
9

1
5
6

東
京
都
立
大
學
人
文
學
部 

1
9
8
2

年)

・
落
合
守
和
「《
西
域
同
文
志
》
三
合
切
音
の
性
格
」(

靜
岡
大
學
敎
養
部
硏
究
報
吿
人
文
・
社
會
科
學
篇
第
19
卷
第2

號 

1
9
8
3

年)

-

落
合
守
和
「《
増
訂
淸
文
鑑
》
十
二
字
頭
の
三
合
切
音
」(

靜
岡
大
學
敎
養
部
研
究
報
吿
人
文
・
社
會
科
學
篇
第
20
卷
第2

號 

1
9
8
5

年)

・
鈴
木
勝
則
「明
・
葉
以
震
『中
原
音
韻
』
考
」(

『匕4
0
X
1
}

巴
N
91

0

日
中
學
院 

1
9
8
6

年)

，
浦
山
あ
ゆ
み
「
『音
韻
闡
微
』

の
反
切
作
成
法
に
つ
い
て
」(

『大
谷
學
報
』
第
79
卷3

號 

2
0
0
0

年)

(

大
谷
大
學
助
敎
授)


